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森田知也(スクールリーダーシップ開発専攻) 
研究と教育現場の狭間で 
1. 教育を考える一言 
「そんなもん、現場の教員は何とも思っとらんよ」 
 
2. 背景 
 これはある高校の先生の一言です。その先生は北海道から筑波大学の大学院に派遣されて
きていた高校の水産の先生でした。研究領域が同じ学校経営学だったこともあり、よく話す
機会がありました。その先生と知り合って間もなく、私はその先生に何の研究をしているの
かと聞きました。当時私は大学 3 年生で校内授業研究会の研究をしていました。校内授業研
究会については研究論文でさまざまな効果が主張されており、教師の授業改善に繋がるとさ
れていました。そのことを彼に伝えたところ、彼は冒頭の言葉を吐き捨てたのです。彼曰く、
校内授業研究会は教育実践の現場の先生たちにとっては意味のあるものだとは思われておら
ず、その実態は形骸化しており、先生にとって負担でしかないものであるというのです。 
 それを聞いて、私は茫然としたのでした。 
 
3. 考察 
 その後、私は「あまり熱心に取り組んでいない」校内授業研究会を見る機会が何度かあり
ました。つまり大多数の公立学校における校内授業研究会の風景です。そこでは研究会は「形
骸化」しており「こなす」対象であるように見えました。「一応何か発言しなければならない
ので…」、「ノルマの 40 分が経ちました（笑）」…これは実際の研究会における教員の発言で
す。 
 なぜ校内授業研究会という、授業改善にとって役に立つ可能性を秘めた取り組みに、学校
の教員たちは取り組まないのでしょうか。なぜ良いものを良いと言っても学校の先生たちは
取り組まないのでしょうか。先生たちはやる気がないのでしょうか、いやそんなはずはあり
ません。じゃあなぜ…。そんな素朴な疑問がふつふつとわいてきた瞬間でした。 
 そしてある日一冊の本(安藤 2005)を読んでいると、以下のような記述を見つけました。 
教師の教育行為は、個人の適性や能力に由来するばかりではなく、問題状況に規定される規
範的期待や、それをも超える教師役割として意識されている価値規範との間での取捨選択の
せめぎあいの中から現象として表れてくるものといえるのである。 
 この本を読みながら、教師は理想と現実の狭間で生きていることを実感しました。そして
理想と現実の間で引き裂かれそうになっている教師に寄り添わないでおいて、どれだけ理想
的な「良いもの」を「良いからやってみて」と言っても何も伝わらないのでしょう。冒頭の
一言をきっかけに、私はこのようなことを思うようになりました。 
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